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本研究の目的は、対象者がこれまでに触れてきた AIDS 情報が、HIV 対処行動意思と HIV 感染者・AIDS 患者
(PWH/A)への態度に及ぼす影響を検討することである。197 名の大学生を対象に質問紙調査を実施し、次の 3 段階の
“AIDS 情報の影響過程モデル”を検証した。(1)3 種の AIDS 情報(基礎情報、感染予防情報、共生情報)に触れた経験
とその主観的詳しさが 3種のAIDS知識(基礎知識、感染予防知識、共生知識)に影響を及ぼし、(2)これら 3種のAIDS
知識が 2 種の認知要因(HIV 感染の深刻さ認知、HIV 感染の生起確率認知)と AIDS への恐怖感情に影響を及ぼし、
(3)これら 3 つの要因が最終的に HIV 対処行動意思と PWH/A への態度に影響を及ぼす。その結果、PWH/A への態














て 1000 件を突破した。そして、2006 年末の HIV 感
染者数は 8306 名(男性 6487 名、女性 1819 名)、







ば、2010 年には感染者数が 5 万人に達するとされて
いる(五島・尾藤, 2002)。若者を対象とする効果的な
AIDS 教育の実施が早急に求められる。 
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は様々であり、専門家による質疑応答 (Smith & 
Katner,  1995)、有名人による HIV 陽性の公表
(Penner & Fritzsche,  1993)、AIDS メモリアルキ
ルトへの参加(Knaus & Austin, 1999)、ロールプレ
イ活動への参加(Smith & Katner, 1995)、教育的フ
ィルムの視聴(Pryor, Reeder, & McManus, 1991)、
AIDS 講義受講(Dennehy, Edwards, & Keller, 
1995; Smith & Katner, 1995; 武田, 1994)、メッセ




















された要因は、①PWH/A との事前接触(Greenland,  
Masser, & Prentice, 2001)、②HIV／AIDS に関す
る知識(Carney, Werth, & Emanuelson , 1994; 木
村・深田, 1995; Lew & Hsu, 2002; 竹澤・西田, 
1995)、③AIDS に対する恐怖感情(広瀬・中畝・中
村・高梨・石塚, 1994; 木村・深田, 1995)、④リスク認
知(評価)(広瀬他, 1994; 竹澤・西田, 1995)、⑤HIV
感染に対する深刻さ認知(木村・深田, 1995)、⑥HIV
感染に対する生起確率認知(木村・深田, 1995)、⑦
人種(Herek & Capitanio, 1993)、⑧性別(Herek & 
Capitanio, 1993)の 8 変数である。これら 8 変数が具
体的にどのような影響を示したかは以下の通りであ
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る。 
























効 果 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。 な お 、 Carney et 
al.(1994)は、HIV 感染経路に関する知識を含む
AIDS・HIV に関する知識全般と PWH/A への態度と
の間に正の相関を見いだした。 






































ては上述の 2 変数に分けて検討する必要がある。 
(5) 人種と性別 Herek & Capitanio(1993)は、
男性は女性よりも PWH/A 隔離政策への支持と
PWH/A 回避願望が強く、アフリカ系アメリカ人は白人










































Figure 1  AIDS 情報の分類 
 





























ることができる。また AIDS 知識についてもこれら 3 つ
の情報に対応した 3 種の知識が想定できるだろう。 






























きた AIDS 情報の効果について、PWH/A への態度
と HIV 予防行動意思を指標として検討することである。
具体的には、｢基礎情報｣、｢感染予防情報｣、｢共生情
報｣の 3 種の AIDS 教育が｢基礎知識｣、｢感染予防知
識｣、｢共生知識｣、｢恐怖感情｣、｢深刻さ認知｣、｢生起
確率認知｣の 6 変数を媒介として｢PWH/A への態度｣、
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について新たな知見が得られるだろう。そのため、本
研究の第 2 の目的として、3 種の AIDS 情報別に、各
情報源からその情報を受けたか否かが、本研究で想





2003 年 7 月に、大学生 241 名に対して質問紙調
査を実施した。回答に不備のある者を除外した結果、
最終的な分析対象者は 197 名(男性 79 名、女性 118
名、平均年齢 19.6 歳、有効回答率 81.7%)となった。 
2 調査項目 










がない｣に 0 点、｢まったく詳しくない｣に 1 点、｢あまり
詳しくない｣に 2 点、｢わりと詳しい｣に 3 点、｢非常に詳
しい｣に 4 点を配した。よって各 AIDS 情報の得点範
囲は 0～4 点であり、得点が高いほど、接してきた各
AIDS 情報が詳しい内容であったことを示す。 







得点範囲は 0～8 点となり、得点が高いほど各 AIDS
知識が高いことを示す。全 24 項目の詳細は補助資
料 1 を参照のこと。 
(3) HIV 感染の深刻さ認知 木村(1996)で作成さ
れた尺度項目のうち、｢HIV に感染したらほとんどす
べての人が死に至る｣の 1 項目について｢まったくそう




(4) HIV 感染の生起確率認知 木村(1996)で作成
された尺度項目を参考に、｢運が悪ければ、将来自分
自身が HIV に感染する可能性もある｣の 1 項目につ
いて｢まったくそう思わない(1 点)｣から｢非常にそう思う
(4 点)｣の 4 段階で評定させた。したがって得点範囲
は 1～4 点であり、得点が高いほど HIV 感染の生起
確率を高く認知していることを示す。 







｢非常に感じる(4 点)｣の 4 段階で行った。したがって
得点範囲は 4～16 点であり、得点が高いほど AIDS
に対して強い恐怖感情をもつことを示す。 
















そう思う(4 点)｣の 4 段階で評定させた。したがって得
点範囲は 3～12 点であり、得点が高いほど PWH/A
に対してポジティブな態度をもつことを示す。 






点)｣から｢非常にそう思う(1 点)｣の 4 段階で評定させ
た。したがって得点範囲は 2～8 点であり、得点が高
いほど PWH/A に対して偏見を強くもつことを示す。 
(8) 3 種の HIV 対処行動意思 HIV 感染予防行動
である｢セックスの際のコンドーム使用｣と｢不特定な相
手との性関係抑制｣および HIV 感染早期発見行動で
ある｢HIV 抗体検査受検｣という 3 種の HIV 対処行動 
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Table 1 分析に使用した各変数の平均値、標準偏差、得点範囲 
M　　 SD　 得点範囲
基礎情報 2.89 0.54 1～4
感染予防情報 2.88 0.64 1～4
共生情報 2.63 0.87 1～4
基礎知識 4.57 1.55 0～8
感染予防知識 5.14 1.33 0～8
共生知識 4.96 1.60 0～8
深刻さ認知 2.60 0.84 1～4
生起確率認知 2.60 0.78 1～4
恐怖感情（α=.90） 13.11 2.86 4～16
PWH/Aへの態度（α=.67） 7.72 1.44 3～12
PWH/Aへの偏見（α=.47） 3.04 0.97 2～8
コンドーム使用意思 3.29 0.78 1～4
不特定性関係抑制意思 3.31 0.93 1～4
















散構造分析(目的 1 の検討) 
3 種の AIDS 情報に接した経験とその内容の主観
的詳しさが 3 種の AIDS 知識、HIV 感染の深刻さ認
知、HIV 感染の生起確率認知、AIDS への恐怖感情




6 変数について、3 種の AIDS 知識からその他の 3
変数への有意なパスがみられた。そのため当初 2 段
階で仮定していたモデルを 3 段階のモデルに修正し、
最終的に Figure 2 に示すように、3 種の AIDS 情報
が 3 種の AIDS 知識に影響を及ぼし、AIDS 知識に
よって HIV 感染に対する深刻さ認知および生起確率
認知、AIDS に対する恐怖感情が形成され、2 つの






度指標は GFI = .902、AGFI = .873、RMSEA  
= .037 であり、データに対するモデルのあてはまりは
良好といえる。 
3 種の AIDS 知識に対する有意なパスは、基礎情
報から基礎知識へ正のパス、感染予防情報から感染
予防知識へ正のパス、共生情報から共生知識へ正の














スの 4 つがみられた。 
3 AIDS 情報および AIDS 知識と、本研究で仮
定したモデルの最終変数との相関分析 
 Figure 2 に示した AIDS 情報の影響過程モデルは、
AIDS 情報が AIDS 知識に影響を及ぼし、その
AIDS 知識が 2 つの認知要因と恐怖感情に影響を及
ぼし、これらの 3 要因が最終変数である PWH/A への 
 28
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R 2=.07 R 2=.22
R 2=.03 R 2=.06 R 2=.02
 
Figure 2 AIDS 情報の影響過程モデルに沿った共分散構造分析の結果 
 




そこで、AIDS 情報および AIDS 知識と、5 つの最
終変数間の相関係数を算出し、AIDS 情報および
AIDS 知識から最終変数への総合効果を検討した
(Table 2 および Table 3)。 
 その結果、AIDS 情報と最終変数との関係について














4 情報源別にみた AIDS 情報の効果(目的 2
の検討) 
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基礎情報 -.02 -.08 .08 .09 .18 *
感染予防情報 .07 -.09 -.01 .07 .21 **















基礎情報 .04 -.15 * -.03 .06 .04
感染予防情報 .10 -.20 ** .10 .14 * .04










回帰分析の結果は Table 4 に示した。 
その結果、部分的にβ係数が有意である箇所もみら







(1) 2 種類の PWH/A に対する態度への影響過程  
Figure 2 に示した結果より、まず PWH/A への態













は、先行研究(木村・深田, 1995; 竹澤・西田, 1995)
と一致する結果であった。すなわち、HIV に感染した
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Table 4 情報源の効果を検討するための重回帰分析結果(ステップワイズ法) 
学校 .15 * .15 *
マスコミ
口コミ .22 **
R 2 .02 * .02 * .05 **
Adjusted R 2 .02 * .02 * .04 **
学校 .15 *
マスコミ -.15 * -.16 *
口コミ .16 * .18 *
R 2 .02 * .02 * .03 * .03 * .02 *
Adjusted R 2 .02 * .02 * .02 * .03 * .02 *
学校 .15 * .20 **
マスコミ
口コミ
R 2 .02 * .04 **




































(2) 3 種類の HIV 対処行動意思への影響過程 次
に HIV 対処行動意思については、2 種の認知要因と
恐怖感情からの有意な影響は一切みられず、感染予







































重要な 変 数 が存 在す る と 考え ら れ る。 今後 は、
PWH/A への態度に影響を及ぼすより強力な規定因
を解明する必要がある。 
2 情報源による AIDS 情報の効果のちがい 
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を目的変数とした重回帰分析を行った。 

























される情報成分を HIV 感染予防と PWH/A との共生
のそれぞれにとって有効であるか、無効果であるか、
有害であるか、2 次元的に 9 タイプに分類できる。そこ
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Influence of AIDS information  
on HIV coping intentions and attitudes toward people with HIV/AIDS 
 
Yukiko TAKAMOTO (Graduate School of Education, Hiroshima University) 
Hiromi FUKADA (Graduate School of Education, Hiroshima University) 
 
This study investigated the influences of AIDS information on HIV coping intentions and attitudes toward people 
with HIV/AIDS (PWH/A). 197 university students answered a questionnaire examining the following three-step 
“influence process model of AIDS information”: (1) experiences of receiving three types of AIDS information (basic 
information, information for HIV infection and protection, and information for living with person with HIV/AIDS 
[PWH/A]) and the amount of each information will influence three types of AIDS knowledge (basic knowledge, 
knowledge for HIV infection and protection, and knowledge for living with PWH/A), (2) these three types of AIDS 
knowledge will influence two types of cognitive factors (severity and vulnerability) and intensity of fear toward AIDS, 
(3) these three factors will influence HIV coping intentions and attitudes toward PWH/A. Results showed that, for 
attitudes toward PWH/A, each type of AIDS information had a positive effect on each type of AIDS knowledge 
respectively. These knowledge formed cognitive factors and intensity of fear toward AIDS, which formed attitudes 
toward PWH/A. The influence process of AIDS information on attitudes toward PWH/A was close to what was 
predicted. Whereas, for HIV coping intentions, two cognitive factors and intensity of fear toward AIDS did not have 
significant effects, but AIDS knowledge had positive effects on HIV coping intentions.
 
Keywords: AIDS information, HIV coping intentions, attitudes toward PWH/A,  
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141 23 33 71.6
122 43 32 61.9
181 5 11 91.9
(4) エイズウイルスに感染してから発病するまでの潜伏期（せんぷくき）は，治療しなければ平均10年くらいといわれている ○ 80 33 84 40.
(5) エイズウイルスの正式名称はHIV（ヒト免疫不全ウイルス）である ○ 129 37 31 65.5
(6) エイズウイルスに感染したヒトは全員エイズが発病する × 117 29 51 59.4
(7) 現在の日本におけるエイズウイルス感染者とエイズ患者の総数は
7000人を超える ○ 48 17 132 24.4







(9) 男女間のセックスでもエイズウイルスに感染することがある ○ 193 1 3 98.0
(10) エイズウイルスに感染している母親から，体内であるいは出産時や母乳を通して赤ちゃんへ感染することがある ○ 158 10 29 80.2
(11) セックスの際，コンドームを正しく使用すればエイズウイルスへの感染を防ぐことができる ○ 123 50 24 62.4
(12) エイズウイルスへの感染予防のために，歯ブラシやカミソリは自分のものを使う習慣をつけるべきである ○ 164 16 17 83.2
(13) エイズウイルスに感染しても，その増殖をおさえ，エイズが発病するのを遅らせる薬が開発されている ○ 114 10 73 57.9
(14) 現在ではエイズを完全に治す薬が開発されている × 148 3 46 75.1
(15) エイズ検査は，感染したと思われる時点で，すぐに受けたほうがよ
い × 18 163 16 9.1









88 21 88 44.7
80 25 92 40.6
162 17 18 82.2
(20) 最近では，エイズウイルス感染者やエイズ患者への偏見・差別的な
事件はまったく起こっていない × 137 9 51 69.5
(21) エイズウイルス感染者やエイズ患者は身体的な苦しみ以外にも，対人関係の悪化や孤独といった心理的苦しみが生じやすい ○ 190 1 6 96.4
(22) エイズウイルス感染者やエイズ患者には，他の病気の患者に対す
る以上に優しく接したほうがよい × 109 27 61 55.3
(23) エイズウイルス感染者やエイズ患者は免疫力が落ちているため，自分が風邪をひいているときはうつさないよう気をつけるべきである ○ 158 5 34 80.2





註 1: 質問紙中では, 「HIV(ヒト免疫不全ウイルス)」のことを「エイズウィルス」と表現している。 
註 2: 質問紙中では, 「HIV 抗体検査」のことを「エイズ検査」と表現している。 
 34
